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リン脂質 32.5% (ホスプアチジルコリン(PC) 34.7% 































































厚みを8とすると Ro= Rj +d) と表すと、系からの散乱強度l(q)は
l(q) = Pvf f(r)P(q，r)drS(q) 
、 ? ? ? ? ?? ?
?
?， ? ? ?
で表される。ここでρvはコロイド粒子の数密度、 j(r)は球状コロイド粒子の多分散性を表す式で、
ここでは Schultz分布を仮定した次式を用いた。
(z + I)z+/ r " 
f(r) = :'-~_，，-/ " (一)'exp(ー(z+ l)r / Ro) 
Ror(z + 1)-R。
ここで凡はRo= (R" +α)/2で表されるコロイド半径、r(x)はガンマ関数である。 Z は次式で表さ
れる多分散性を表すノtラメーターである。
z + 1 = 11 p2 =< r > 2ベ<r
2 
>ー<r>2) (3) 
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P(q) =φ(q)2 (6) 
R 2HH 
φ(q，R) = J J J p(8)eiQrcoss r2sin8 drdf)dゆ
R-d 0 0 
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2πR* a -JrI'R* 2 pdμ= 0 (8) 
により表される。ここで、 pは密度である。今、。μが次のような温度依存性を持っとする。。h(F，ー に)。μ~.. ，~， ~ x/ (9) 
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ーターを図 9のようにとる。 C=l/Rを膜ドメインの曲率、 Gを膜の自発曲率、 Kを曲げ弾性率
とおくと、平面膜からお椀状に変形した膜の弾性エネルギーは
Fbend = AtK(2C -2CO)2 = 2nK(LC -LCO)2 (11) 
となる。一方線張力からの寄与は、円状境界線の長さを 2rrNで表すと N= L~l-(LC /2)2の関係
から、線張力をσとして
Fedge = 2nNa = 2naL~1-(LC /2)2 (12) 
により与えられる。今、特徴的な陥入長;=K/σを導入すると、 F=(ιnJ + FedgJ /2庇で表され
る無次元化されたドメインの全エネルギーは
F = (LC -LCO)2 + (L/と)~l-(LC /2)2 (13) 



















D =4S (14) 
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